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＜病棟連絡事項＞
・CT室内に設置している、コロナ遺伝子検査（NEAR法）機器の業者によるバージョンアップ作業を5/16（月）13：30から（1時間程度）行うことになりました。作業の立ち合いは淵澤さんが担当します。
現時点で、作業時間帯での検査予定はありませんが、急遽の検査の際は、代替え機による検査が可能とのことです。部署内周知お願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・船木　惠美子様～東D17号室
・濱登　せつ子様～東A14号室
【転入】
・中里　和弘様～西B21号室→東合併症室
【転出】
・齊藤　光枝様～東B1号室→西B30号室


＜患者様連絡事項＞
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸点眼液4本処方。

・下妻　康貴様～アパートの清掃の為、5/14（土）9：30～11：30外出申請済。主治医より口頭にて許可出ている。

・高柳　和子様～室岡整形受診の為、5/16(月)9：00～12：00で外出申請済。

・西野　純子様～ランタス1本処方。血糖測定は終了の指示。

・小栗　健太郎様～不穏時コントミン（12.5）1T　10回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中他室侵入、私物弄りある為開放観察早めに終了している。隔離中の不潔行為なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～20：00～6：00の時間隔離中。ホールにてテレビ鑑賞され静穏に過ごされている。興奮・粗暴行為や他者トラブルなく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。昼食後、壁に頭突きをする自傷行為あり。再拘束には拒否無く応じる。バイタルサイン異常無し。拘束部位循環障害はない。　引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・塩倉　一輝様～終日隔離中。臥床して休まれたり、本を読んで過ごされている。表情の冴えなさあるが口調は、穏やか。不穏・興奮無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・下妻　康貴様～余暇は自室にて臥床して過ごしている。不穏・興奮や妄想発言なし。

・佐々木　利作様～他室侵入等の問題行為はなく静穏に過ごしている。
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・中里　和弘様～10：16身体症状悪化のため西病棟から東病棟合併症室へ転入となる。転入後船場Dr.診察、セフジトレンピボキシル内服から点滴治療へ変更指示あり。11:00ルート確保しYDソリタT3　500mlと側管からタゾピペ4.5＋生食100ml開始している。体温が38.0～38.1℃、体熱感は持続しているためクーリングを3点で行っている。

＜菅野Dr.患者様診察情報＞
・和田　昌様～指示・処方変更無し。

・竹内　恒子様～臨時薬レキサルティ(1)１Ｔ夕食後に追加となる。その他処方変更無し。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：5月13日　10:40
氏　　名：船木　惠美子（ふなき　えみこ）様
生年月日：昭和27年12月21日　69歳
病　　名：双極性感情障害
性　　別：女性
主 治 医：深澤Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット
＜経過＞
　当院へ2回の入院治療歴あり(①R4.2.2～R4.2.18、②R4.3.22～R4.3.31)。
　当院退院後は自宅にて生活。R4.4月に入り、意欲の低下や食欲は低下、抑うつ気分や活動性の低下しており、R4.4.21外来受診時に薬剤調整実施している。R4.5月に入ると気分の落ち込みや手指の振るえ、新聞等の字が読めない等の不調の連絡が度々入るようになる。R4.5.12外来受診時、薬剤調整実施・ホリゾン（10）0.5A筋注施　行し、症状が改善しなければ入院治療の方針。帰宅後も、気力の無さが続き、本人より入院の希望あり。R4.5.13症状の改善目的にて任意入院となる。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：5月13日　13:40
氏　　名：濱登　せつ子（はまと　せつこ）様
生年月日：昭和24年9月6日　72歳
病　　名：血管性認知症、脳出血後遺症
性　　別：女性
主 治 医：田名部Dr.　
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット
＜経過＞
　当院1回の入院歴あり（H31.2.27～R1.10.23）。介護老人保健施設「南山苑」へ入所となっている。
　南山苑入所後は、施設医にて治療継続をしていたが、R4.4.18に枕の中身を異食したことにより八戸市立市民病院へ緊急入院。内視鏡にて腸内出血と肛門から40cm程の部位まで異物を確認。抗凝固剤内服中で手術は行わず、保存的に経過をみる方針となる。4/28には主治医より退院の許可があり、精神症状の継続治療のために当院へ転入院の依頼あり。R4.5.13当院受診され、2回目の医療保護入院となる。

